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【
議
案
第
２
号
】南
島
原
市
空

家
等
対
策
協
議
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
　
　
　

委
員
の
選
定
は
地

域
住
民
と
か
、
各
町
ご
と
に

選
定
す
る
の
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
人
選
組
織
か
。

　
　
　
　

市
長
、
議
会
代
表
、

自
治
会
連
合
会
の
代
表
者
、

法
務
局
、
不
動
産
関
係
等
で

あ
る
。

　
　
　
　

指
導
・
勧
告
・
助

言
と
か
、
最
終
的
に
は
代
執

行
と
か
を
協
議
会
で
決
定
す

る
と
思
う
が
、
２
年
の
任
期

は
短
い
の
で
は
な
い
か
、
根

拠
は
。
ま
た
、
状
況
は
自
治

会
の
方
が
詳
し
い
。
連
携
は
、

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

初
年
度
は
空
き
家

対
策
計
画
の
作
成
を
重
視
し

て
お
り
い
ろ
ん
な
分
野
の
方

を
考
え
て
い
る
。
今
後
継
続

し
て
い
く
中
で
、
地
域
の
方
、

例
え
ば
各
町
代
表
と
か
変
更

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

【
議
案
第
18
号
】市
道
の
認
定

に
つ
い
て

　
　
　
　

現
地
は
県
道
で
あ

り
、
6
月
の
豪
雨
で
被
害
が

出
て
い
る
。
県
か
ら
も
数
回

来
て
も
ら
い
検
討
す
る
と
の

前
向
き
な
答
弁
を
頂
い
て
い

る
。
今
回
市
道
に
認
定
し
た

ら
市
で
工
事
を
す
る
よ
う
に

な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
確
約

は
取
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

市
議
会
の
議
決
を

経
て
、
市
道
認
定
の
告
示
を

行
い
県
へ
報
告
。
県
は
6
月

の
議
会
を
目
途
に
県
道
の
廃

止
、
譲
渡
申
請
は
そ
の
後
に

な
る
の
で
、
そ
の
間
、
県
の

ほ
う
で
対
応
し
て
頂
く
。

　
　
　
　

委
員
会
で
も
県
に

対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

条
件
に
な
る
が
良
い
の
か
。

　
　
　
　

結
構
だ
。

　
　
　
　
　

県
に
工
事
を
さ

せ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

市
道
認
定
と
言
う
こ
と
で
お

願
い
し
た
い
。

【
議
案
第
19
号
】市
道
の
認
定

に
つ
い
て

　
　
　
　

他
に
も
県
道
が
残

っ
て
い
る
が
全
部
は
譲
渡
し

な
い
の
か
。

　
　
　
　

指
摘
の
箇
所
は
道

路
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
山
止
ま
り
で
あ
り
利

用
上
の
面
か
ら
今
回
移
譲
は

受
け
な
い
。

【
議
案
第
20
号
】平
成
28
年
度

南
島
原
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）

　
　
　
　

新
規
工
事
や
改
良

工
事
は
地
元
住
民
が
不
便
だ

か
ら
要
望
が
あ
が
っ
て
く
る
。

当
初
の
説
明
会
で
、
出
来
る

要
望
、
出
来
な
い
要
望
を
は

っ
き
り
し
て
お
か
な
い
か
ら
、

工
事
に
着
手
し
て
か
ら
、
い

ろ
ん
な
要
望
が
出
て
工
事
が

遅
れ
、
繰
越
に
な
る
の
で
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　

昨
年
も
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
最
初
の
説
明
会
の

折
、
地
権
者
や
管
理
者
に
も

お
願
い
を
し
て
い
る
。
繰
越

は
27
年
度
9
億
余
り
が
28
年

度
は
5
億
程
度
ま
で
減
っ
て

い
る
。
言
わ
れ
た
よ
う
な
思

い
は
地
元
に
も
伝
え
、
私
た

ち
も
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て

い
る
が
、
や
む
を
得
ず
繰
越

を
し
て
い
る
。

　
　
　
　

5
月
31
日
以
後
、

繰
越
計
算
書
を
議
会
に
提
出

と
な
る
が
、
そ
の
時
点
ま
で

に
ど
れ
く
ら
い
減
る
の
か
。

ま
た
、
土
地
等
の
問
題
で
の

繰
越
は
何
路
線
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

年
内
完
成
が
6
事

業
、
8
路
線
で
あ
る
。
土
地

等
が
絡
ん
だ
繰
越
が
14
事
業

で
あ
る
。

　
　
　
　

道
路
改
良
工
事
費

１
億
５
，９
３
５
万
５
千
円

は
新
た
に
何
路
線
が
工
事
を

す
る
の
か
。

　
　
　
　

住
宅
入
口
ま
で
工

事
を
延
長
し
、
利
便
性
を
図

る
等
の
工
事
で
あ
り
、
併
せ

て
25
路
線
ほ
ど
の
増
額
で
あ

る
。

　
　
　
　

治
山
事
業
の
取
下

げ
の
原
因
は
。

　
　
　
　

治
山
事
業
の
取
下

げ
は
、
行
い
た
い
と
の
要
望

で
予
算
を
取
っ
た
が
、
地
元

負
担
が
高
す
ぎ
る
と
の
理
由

で
取
下
げ
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

鳥
獣
被
害
の
減
額

の
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ

ュ
防
護
柵
は
あ
る
程
度
終
わ

っ
た
。
後
は
捕
獲
に
力
を
入

れ
る
と
の
こ
と
で
年
々
割
り

当
て
が
減
っ
て
き
て
い
る
。

【
議
案
第
27
号
】平
成
29
年
度

南
島
原
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

　
　
　
　

繰
入
金
、
地
方
債

で
8
億
４
千
万
円
、
今
後
企

業
会
計
に
な
っ
た
と
き
の
考

え
は
。

　
　
　
　

一
般
債
、
基
準
外

繰
り
入
れ
分
の
扱
い
を
財
政

と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

工
事
を
し
て
い
く

上
で
足
り
な
い
か
ら
、
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
地
方

債
が
必
要
に
な
る
が
、
使
用

料
の
負
担
な
ど
収
入
を
考
え

る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

使
用
料
の
改
定
は

基
本
料
金
を
変
え
な
い
で
、

超
過
分
の
値
上
げ
の
試
算
を

出
し
て
検
討
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　

管
の
老
巧
化
に
よ

る
布
設
替
え
も
必
要
と
な
る

が
対
策
は
。

　
　
　
　

国
の
補
助
が
付
く

よ
う
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
基
に
計
画
の
見
直

し
を
行
う
。

　
　
　
　

質
疑
応
答
で
わ
か

る
よ
う
に
今
後
膨
大
な
お
金

が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

充
分
計
画
を
立
て
て
頂
き
た

い
。

【
議
案
第
30
号
】平
成
29
年
度

南
島
原
市
水
道
事
業
会
計
予

算
　
　
　
　

加
津
佐
の
原
水
は

使
用
し
な
く
な
る
の
で
、
水

質
改
善
費
は
要
ら
な
い
の
で

は
。

　
　
　
　

別
に
井
戸
が
6
本

あ
り
、
滅
菌
は
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
鉄
分
濾
過
機
も
使
う
。

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
田
利
春
委
員
長
）
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